
別添 2-2 

（参考資料）AI活用試行工事  全体の流れ 
 

 受注者   発注者  
      

      

    設計書作成（予定価格5百万円を超える） 

 特記仕様書、入札公告に、「ＡＩ活用試行工事」の項目を追加 

 

      

 入札･契約  

      

 【「ＡＩ活用試行工事」に取り組む場合】 

取組内容を記載した「計画書」を、電子申請システムで作成。   （記入例①） 

   電子申請システムの【PDFファイル保存】を必ず実行。 

    

    （「創意工夫」の評定者である）総括(主任)監督員は、 

施工計画書に添付されている「計画書」の内容を見て、 

提案内容が実施された場合に施行成績評定で評価できるか確認。（※） 

 評価結果を受注者に回答する。  （記入例②） 

 

 

 

 取組を実施するまでに、 

「計画書」を当該工事施工計画書に添付し工事監督員に提出する。 

 

   （必要に応じて、再提出可能） 

 

   

      

 提案内容を実施 

 （実施状況写真などを忘れずに） 

    

    （「創意工夫」の評定者である）総括(主任)監督員は、 

「実施状況報告書」をもとに、１提案以上の履行が確認されたら、「創意工夫」の「そ

の他」の評定項目を評価する。           （記入例④） 

 

 工事完成、「実施状況報告書」を提出               （記入例③）    

      

 

（※） 評価対象（次の全ての条件を満たす提案について、工事施行成績評定で加点対象とする。） 

評価対象 （注意事項） 

① 工事現場内で行う取組（工場製作のみの工事の場合は、工場での取組も対象とする） 本支社等の取組は対象外 

② 施工関係、品質関係、安全衛生関係に該当する次のいずれかの取組 

・出来形管理や品質管理、施工方法等において業務の効率化を図る取組 

・土工やコンクリート打設等において、工事目的物に品質を向上させる取組 

・施工中の安全性を向上させる取組や熱中症対策等、作業員の健康管理に関する取組 

総合評価落札方式の該当工事において、AI 活用に関する内容

を「技術提案・簡易な施工計画」の技術的所見で評価された

内容は、評価の対象外 

③ 発注者が費用を計上していない取組 ICT 活用工事では、発注者が ICT 施工に必要な費用を計上し

ている場合でも、ICT 施工の中で AI 技術を活用した場合は、

評価の対象 

④ 工事現場としての実施が確認できる取組  

⑤ 工事目的物の性能や耐久性等に影響しない取組  
 



 
記入例① 
 

 

ＡＩ活用試行工事 計画書 
   

 建設管理部  受注者名  

 工事番号    

 工事名    
   

 ＜計画＞  

 取組内容（最大３件まで (※) ）  

 （１件目）  

  

ＡＩ画像解析を用いた鉄筋出来形検査を実施し、作業の効率化を図る。（施工関係） 

 

 

 

 

 

   

 （２件目）  

  

ＡＩ画像解析を用いて、土の粒度を簡易判定し、盛土や埋戻しに適した材料であることを確

認した上で施工することで、品質向上を図る。（品質関係） 

 

 

 

 

   

 （３件目）  

  

ＡＩ画像解析を用いて、熱中症リスクを事前に把握し、作業員の健康管理を行う。 

（安全衛生関係） 

 

 

 

 

   

 (※) 工事施行成績評定での評価は、実施された取組を「施工関係」「品質関係」「安全衛生

関係」に分類し、各項目で実施した場合は、それぞれの項目で加点評価する。 

 （※各項目での複数評価はしない。） 

 

   

 ・受注者は、この計画書を施工計画書に添付し、工事監督員に提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

電子申請受付日  

受付番号  

 

記入例②   
 

工  事  施  工  協  議  簿 

□指示、□承諾、□協議、□提出、■報告、□通知 書                               （第   回） 

工  事  名   

工種、細目等  

  「ＡＩ活用試行工事」の取組に内容について、以下のとおり確認 

□指示、□承諾 しました。  

□協議、□提出 （提案内容の全て評価できる場合）  

■報告、□通知 「計画書」の提案内容を確認しました。実施が確認された場合、  

事項 工事施行成績評定で評価します。  

 （提案内容の一部に評価できないものがあった場合） 

  「計画書」の提案項目を確認しました。 

  ・１、３件目は、実施が確認された場合、工事施行成績評定で 

   評価します。 

  ・２件目は、実施しても、工事施行成績評定で評価しません。 

   （工事現場の取組ではない。） 

 （提案内容の全部が評価できないものであった場合） 

 「計画書」の提案項目を確認しましたが、３件とも、実施しても、 

 工事施行成績評定で評価しません。（１、２件目：～～～ではない。 

 ３件目：～～～ではない。） 

 なお、提案内容を変更して再提出は可能です。 

■添付資料名 ＡＩ活用試行工事 計画書  □図面全   葉 

【工事監督員】    令和８年 4 月 1 日 

  上記事項について □指示、□承諾、□協議、■通知、□受理   する。 

  □特記事項   

    

  ■工事内容の変更手続きの対象と ■しない             

    □する。ただし、詳細については別途指示する。 

【受   注   者】    令和８年 4 月 1 日 

  上記について ■了解しました。 □承諾願います。 
 

  

  
  

□協議、□提出、  □報告    します。 

  □特記事項   

     

確認欄 総括監督員 主任監督員 監督員   現場代理人 主任技術者等   

            
 

 

（趣   旨） 
             

   本様式は、工事に必要な指示、承諾、協議等を迅速かつ的確に行うためのものである。  

（作成上の注意） 
            

   １   該当する□にレを記入すること。■表示も可。 

   ２   確認欄には、押印又はボールペンでサインすること。 



 
記入例③ 
 

   

 工事特性･創意工夫･社会性等に関する実施状況報告書 
 

   

 工事名  ／  

 項目 工事特性・創意工夫・社会性等 （いずれかに○） 評価内容   

 提案内容 「ＡＩ活用試行工事」の取組  

 （説明）  

  

１ ＡＩ画像解析を用いた鉄筋出来形検査を実施し、作業の効率化を図る。（施工関係） 

 

 

 

 

 

 （添付図・写真等）  

  

  
 

 

・撮影画像から鉄筋間隔、鉄筋本数を自動計測し、帳票を自動作成することにより省力化

を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１ 説明資料は、簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。 

※２ 工事特性については、都市部等や厳しい自然条件への対応状況がわかる資料を添付すること。また、

創意工夫及び社会性等については、その目的や効果がわかる資料を添付すること。 

 

   

 

記入例④ 
 

様式－４Ｃ② （建設部土木用） 工事番号 

工事成績採点の考査項目別運用表 

 [記入方法] 該当する項目に 1 を入れる。 （土木・主任又は総括監督員用） 

評価

項目 
細別 工夫事項  １／２ 

５
．
創
意
工
夫 

Ⅰ
．
創
意
工
夫 

 ■施工関係 

 
□１．施工に伴う器具・工具・装置等に関する工夫又は設備据付後の試運転調整に関

する工夫。 

 □２．コンクリート二次製品等の代替材の利用に関する工夫。 

 □３．土工、地盤改良、橋梁架設、舗装、コンクリート打設等の施工に関する工夫。 

 □４．部材並びに機材等の運搬及び吊り方式等の施工方法に関する工夫。 

 

□５．設備工事における加工や組立等又は電気工事における配線や配管等に関する工

夫。 

 

□６．給排水工事や衛生設備工事等における配管又はポンプ類の凍結防止、配管のつ

なぎ等に関する工夫。 

 □７．照明などの視界の確保に関する工夫。 

 □８．仮排水、仮道路、迂回路等の計画的な施工に関する工夫。 

 □９．運搬車両、施工機械等に関する工夫。 

 □10．支保工、型枠工、足場工、仮桟橋、覆工板、山留め等の仮設工に関する工夫。 

 □11．盛土の締固度、杭の施工高さ等の管理に関する工夫。 

 □12．出来形又は品質の計測、集計、管理図等に関する工夫。 

 □13．施工管理ソフト、土量管理システム等の活用に関する工夫。 

 □14．ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した情報化施工を取り入れた工事。 

 □15．特殊な工法や材料を用いた工事。 

 □16．優れた技術力又は能力として評価する技術を用いた工事。 

 １ □17-1．その他（ＡＩ技術を活用した                    ） 

 □17-2．その他（                             ） 

 ※上記項目に該当する場合、５点～０点の範囲で１項目１点の加点とする。 

小計  

 ■品質関係 

 □18．土工、設備、電気の品質向上に関する工夫。 

 □19．コンクリートの材料、打設、養生に関する工夫。 

 □20．鉄筋、ＰＣケーブル、コンクリート二次製品等の使用材料に関する工夫。 

 □21．配筋、溶接作業等に関する工夫。 

 １ □22-1．その他（ＡＩ技術を活用した                    ） 

 □22-2．その他（                             ） 

 ※上記項目に該当する場合、２点～０点の範囲で１項目１点の加点とする。 

小計  

 

 

 

 

 



 
様式－４Ｃ② （建設部土木用） 工事番号 

評価

項目 
細別 工夫事項  ２／２ 

   ■安全衛生関係 

 
□23．安全を確保するための仮設備等に関する工夫。（落下物、墜落・転落、挟ま

れ、看板、立入禁止柵、手摺り、足場等） 

 

□24．安全教育、技術向上講習会、安全パトロール等（リスクアセスメントの実施を

含む）に関する工夫。 

 □25．現場事務所、労務者宿舎等の空間及び設備等に関する工夫。 

 

□26．有毒ガス並びに可燃ガスの処理及び粉塵防止並びに作業中の換気等に関する工

夫。 

 □27．一般車両突入時の被害軽減方策又は一般交通の安全確保に関する工夫。 

 □28．厳しい作業環境の改善に関する工夫。 

 １ □29-1．その他（ＡＩ技術を活用した                    ） 

 □29-2．その他（                             ） 

 ※上記項目に該当する場合、２点～０点の範囲で１項目１点の加点とする。 

小計  

評点  

 

 

・特に評価すべき創意工夫事例を加点評価する。 

・加点は＋９点～０点の範囲とする。 

 １項目１点を目安とする。 
 

※１  上記の考査項目の他に評価に値する企業の工夫があれば、その他に具体の内容を記載して加点する。評価は「４．工

事特性」及び「６．社会性等」との二重評価はしない。 

※２  詳細評価は、他の工事監督員の意見を聴取し、評価する。評価の際には、評価した理由を整理しておくこと。 

※３  評価は請負業者より報告、もしくは提案があったものを検討する。 

※４  次に示す事項は、当然実施されるものと判断し評価はしない。ただし、さらに工夫を加え効果が確認されれば評価す

る。 

     (1)関係諸法令に規定されている事項 

    (2)関係機関との打合せ及び許可条件等 

  (3)公共機関や団体が推進している事項 

  (4)設計図書・施工管理基準等に記載されている事項 

  (5)設計変更により発生した事項 

  (6)一般常識的な事項（社会通念上、一般的と考えられる内容） 

 

 

 

 

 

 


